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５
月
24
日
の
熊
本
支
部
を
皮
切
り
に
開
催
し
て
ま
い
り

ま
し
た
支
部
総
会
も
７
月
13
日
の
兵
庫
支
部
を
も
ち
ま
し

て
、
全
18
支
部
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
盛
大
に
支
部

総
会
・
教
育
懇
談
会
が
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
支
部

長
な
ら
び
に
支
部
の
役
員
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
、
改
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
大
学
役
職
者
の
代
表
挨
拶
に
盛
り
込
む

形
で
本
学
の
近
況
を
ま
と
め
た
映
像
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

現
代
社
会
学
部
の
開
設
を
始
め
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
Ｄ
号
館
の
建
築
な
ど
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
本
学
の
近
況
に
つ
い
て
ご
覧
い
た
だ
く
良
い
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、映
像
の
中
で
は
、第
25
回
全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

選
手
権
大
会
（
女
子
）
に
お
い
て
、
芝
先
若
さ
ん
・
藤
田

海
琴
さ
ん
ペ
ア
（
法
・
３
）
が
優
勝
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
女
子
の
部
に
お
い
て
今
春
、
人
文
学
部
卒
業

の
齋
藤
公
美
さ
ん
が
第
二
位
に
輝
く
な
ど
、
学
生
の
活
躍

の
紹
介
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
後
援
会
と
し

て
課
外
活
動
に
励
む
学
生
に
対
し
て
、
全
国
大
会
等
旅
費

補
助
や
医
療
費
補
助
な
ど
を
通
し
て
、
引
続
き
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
支
部
総
会
に
あ
わ
せ
る
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た

大
学
主
催
の
教
育
懇
談
会
に
は
、
総
勢
717
組
も
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
お
子
様
の
成
績
や
就
職
状
況
等
に
つ
い
て
、

各
学
部
の
教
員
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
皆
さ
ん

熱
心
に
懇
談
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
大
学
側

と
協
力
し
て
在
学
生
が
よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
秋
に
は
大
学
祭
と
同
日

に
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
見
学
す
る
「
大
学
見
学

会
」
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
家

族
の
皆
様
を
お

誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
多
く
の

皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す

こ
と
を
、
心
よ

り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会
報
告

懇談風景

支部総会
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２
０
１
５
年
４
月
よ
り
「
九
州
南
部
支
部
」
の
設
立
が

決
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
支
部
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す

熊
本
支
部
（
熊
本
県
）
に
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄

県
の
３
県
を
加
え
、
会
員
数
約
130
名
規
模
の
支
部
の
誕
生

と
な
り
ま
す
。

　

就
職
活
動
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
卒

業
生
や
県
の
就
職
担
当
者
等
を
お
招
き
し
て
就
職
研
究
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
開
催
予
定
の
就
職
研
究
会
の

日
程
は
、
九
州
北
部
支
部
が
９
月
21
日
（
日
）、
山
陰
支

部
（
鳥
取
）
が
９
月
27
日
（
土
）、
山
陰
支
部
（
島
根
）

が
10
月
４
日
（
土
）、
岡
山
支
部
が
10
月
５
日
（
日
）、
徳

島
支
部
が
10
月
26
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
支

部
よ
り
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

教
育
後
援
会
で
は
、
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助
金
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
も
下
表
の
通
り
、
各
団
体
に
対
し

て
援
助
金
を
配
分
し
ま
し
た
。

　

課
外
活
動
の
活
性
化
を
図
る
一
環
と
し
て
、
体
育
会
所

属
強
化
ク
ラ
ブ
３
団
体
の
部
員
11
名
に
対
し
て
、
１
人
年

額
25
万
円
～
40
万
円
、
総
額
360
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
教
育
後
援
会
課
外
活
動
奨
励
生
は
、
７
名
の

出
願
が
あ
り
、
４
名
が
採
用
さ
れ
、
１
人
年
額
30
万
円
、

総
額
120
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
５
月
１
日
に
新
会
員
を
対
象
に
発
送
し
ま

し
た
教
育
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
、一
部
訂
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。

左
記
表
に
て
ご
確
認
お
願
い
し
ま
す
。

九
州
南
部
支
部
の
設
立

就
職
研
究
会
の
開
催

教
育
後
援
会
課
外
活
動
援
助
金

教育後援会課外活動援助金一覧表

団　体　名 援助金額 備　　　　　考

体　育　会  4,522,900 体育会、文化会の各本
部が所属クラブに配分文　化　会  4,551,300 

独
立
団
体

学生放送局  292,500 

新　聞　会  462,500 

吹奏楽部  612,500 

チアリーダー部  412,500 

援 助 金 合 計 10,854,200 

連盟費補助金 3,956,800 連盟加盟団体のみ支給

教
育
後
援
会
課
外
活
動
特
別
奨
励

生
の
決
定

教
育
後
援
会
課
外
活
動
奨
励
生
の

決
定

教
育
ガ
イ
ド
の
訂
正

◎大学院

研究科 学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 合計

法 法　　律 5 9 0 0 0 14
国　　法 1 1 2

経　　済 経　　済 1 4 0 0 0 5
経　　営 2 3 5

人　　文
人間行動 2 4 0 3 3 12
地域文化 2 5 0 3 0 10
心　　理 8 6 14

総　　合 医　　療 10 0 0 3 4 17
社　　会 0 1 1

栄　　養 3 4 7
薬 薬 4 2 3 9

食　　薬 0 0
合　　計 34 37 4 11 10 96

◎法科大学院

研究科 学年 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 合計

実務法学 0 0 1 1
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東海　支部 三重　支部北陸　支部

大阪　支部 兵庫　支部京滋　支部

和歌山  支部 山陰　支部奈良　支部

広島　支部 山口　支部岡山　支部

香川　支部 愛媛　支部徳島　支部

九州北部 支部 熊本　支部高知　支部

　

今
年
度
も
11
月
１
日
（
土
）
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン

パ
ス
、
２
日
（
日
）
～
３
日
（
月
・
祝
）
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
135
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
大
学
祭
）
に
合

わ
せ
て
、
左
記
の
日
程
で
大
学
見
学
会
を
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
利
用
し
、
普
段

見
る
機
会
の
な
い
学
生
た
ち
の
姿
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
支
部
に
よ
り
ま
し
て
は
、
支
部
独
自
の
大
学
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

左
記
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て
10
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
神
戸

学
院
大
学 

学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Schedule大学見学会日程
開催日時：2014年11月2日（日） 11：30～
場　　所：有瀬キャンパス　メモリアルホール（９号館６階）

プログラム
全体会
会長挨拶
学長挨拶
大学祭の案内
アトラクション（学生団体によるパフォーマンス）
日程説明等（学生支援グループ）
昼食（お弁当）および大学祭見学（自由見学）
❶～❹いずれか一つ選択
❶ 就職全体説明会（約１時間程度）
就職状況等の説明、質疑応答
　※就職個別懇談（希望者）…全体説明会終了後

❷ 有瀬キャンパス見学ミニツアー（見学時間約１時間）
主な建物・図書館等見学
　※坂の上り下りや階段がありますので、ご注意ください。

❸ ポートアイランドキャンパス見学ツアー
（KPCまでバスで約４０分、見学時間約１時間）
　※階段の上り下りがありますので、ご注意ください。
ポートアイランドキャンパスでは大学祭は開催していません。

❹ 昼食後の見学に引き続き、大学祭見学（自由見学）

◆詳細につきましては、全体会（11：30～）で資料の配布を行います。
◆所属支部専用バスで来学される場合は、支部行程をご確認のうえ参加コー      
　スをお選びください。
◆当日は、お弁当をご用意いたします。
◆「ポートアイランドキャンパス見学ツアー」終了後は現地解散となります。
　有瀬キャンパスに戻る方は、16：15発（予定）の臨時バスで17：00頃に戻る  
　ことが可能です。ただし、運賃は個人負担で料金は510円です。

11：30～

12：15～
14：00～

駐車場はございません。
電車･バスをご利用願います。

申込受付の返信はいたしませんので、当日会場までお越しください。また、申込み後
キャンセルにつきましては、10月31日（金）までに教育後援会事務局
（078-974-6195）までご連絡お願いします。

大
学
見
学
会
の
開
催 
•

KOBE  GAKUIN UNIVERSITY

洋弓場

和弓場

駐輪場（単車）
ゴルフ練習場

テニスコート（人工芝）

照明付テニスコート（人工芝）

第１グラウンド

第３グラウンド

KPC行シャトルバスターミナル

バスターミナル

９号館
会　場

自転車置場（大学会館2F） 北 門

正 門

来客駐車場

薬草園
第１駐車場（許可車のみ）

バレーコート
駐車場はございません。
電車・バスをご利用願います。

ポートアイランドキャンパス行き
バスターミナル
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東海　支部 三重　支部北陸　支部

大阪　支部 兵庫　支部京滋　支部

和歌山  支部 山陰　支部奈良　支部

広島　支部 山口　支部岡山　支部

香川　支部 愛媛　支部徳島　支部

九州北部 支部 熊本　支部高知　支部

大学見学会 支部からのご案内

今年も大学祭に合わせて大学見学会
が開催されます。子どもたちが学ぶ
キャンパスや教育環境を見ることが
できる良い機会でもあります。後援
会から旅費の補助もありますので、
是非ご家族で参加お待ちしておりま
す。

恒例の大学祭と大学見学会が行われ
る季節となりました。お子様の通う
キャンパスや学生生活に触れる良い
機会です。是非、ご家族で御参加下
さい。尚、当日は、現地集合、解散
とさせて頂きます。

創意と工夫に満ち躍動感あふれる大
学祭が開催されます。それに合わせ
て大学見学会を行います。お子様の
大学生活の一端や素敵なキャンパス
をこの機会に是非ご覧ください。多
数のご参加をお待ちしております。
詳細は後日支部よりご案内いたします。

大学祭、大学見学会に参加しません
か？「大学祭」なんだか昔を思い出
し、ワクワクしませんか？子どもの
成長した姿、新たな一面を発見でき
るかも !! 子どもと一緒に私たちも楽
しみましょう !!

子どもたちのキャンパスライフを知
れる良い機会です。日頃子供たちが
どんなところで、どんな生活をして
いるのか、感じていただくことがで
きますよ。是非、お待ちしておりま
す。

大学祭に合わせて大学見学会日帰り
バスツアーを計画しています。子ど
もたちの大学生活を知る良い機会で
す。ご家族の皆様とお気軽にご参加
してください。詳細は後日支部より
案内させて頂きます。

今年も大学祭に合わせ大学見学会が
行われます。この機会に、遠く離れ
た地で頑張っている子どものキャン
パスライフを見学しましょう。当日
は必ず昼食会場へお越し下さい。多
数の参加をお待ちしています。

今年も大学祭に合わせて、大学見学
会が開かれます。子どもたちのキャ
ンパスライフをのぞきに行きません
か。とても楽しいですよ。多数のご
参加をお待ちしています。

子どもたちのキャンパスライフをご
自身の目で確かめてみませんか？今
年も日帰りバスツアーを計画してい
ます。詳細は後日、支部からご案内
させて頂きます。大学見学会に是非
ご参加ください！

子どもたちのキャンパスに出かけま
せんか？今年も大学祭と共に大学見
学会が開催されます。高知からバス
を用意しております。初めての方も
ご家族揃ってご参加ください。多数
のご参加をお待ちしております。

子どもたちのキャンパスライフの一
部を共に体感しましょう。
昼食も用意され、交通費一部補助も
あります。大学でのこの様な後援会
活動は、世界中でも珍しいのではな
いでしょうか。是非ご参加ください。

大学祭に合わせて、大学見学会が開
催されます。お子様のキャンパスラ
イフを知る良い機会ですので、ご家
族で是非ともご参加ください。当日
は、現地集合・現地解散となります。
また、昼食と交通費の補助もご用意
しています。

子どもたちの教育環境、生活環境を
見てみる良い機会です。岡山支部で
は今年もバスツアーを計画していま
す。ご家族、お友達お誘い合わせの
上、ぜひご参加ください。詳細は別
途、支部よりご案内させていただき
ます。

今年も大学祭の季節がやってまいりま
した。支部では、ご家族揃って参加して
いただける見学会バスツアーを計画し
ています。模擬店あり、ライブあり、子
どもたちの輝いている姿をご覧になりま
せんか？昼食、夕食付の楽しい見学会
です。多数のご参加をお待ちしています。

大学祭に合わせて、大学見学会を行
います。学生達とのふれあい、ご子
息が友と楽しむ姿や学び舎を見学す
る良い機会です。昼食もご用意して
おりますので、ぜひ是非ご家族でご
参加ください。

大学祭に合わせて、大学見学会が開かれ
ます。有瀬キャンパスでは大学祭、ポー
トアイランドキャンパスでは見学ツアー
もあり、お子様の学生生活・教育環境に
触れ合うよい機会でもあります。昼食会
場でお弁当と交通費の一部補助をお渡し
します。多数の参加をお待ちしています。

緑漲る有瀬の丘で毎年行われる活気あ
ふれる大学祭。大学の息吹を感じるまた
とない機会です。交通費の一部を支給
するほか、おいしい昼食弁当も用意して
います。さらに、希望により風光明媚な
ポートアイランドキャンパス見学も可。
ぜひ、ご家族お揃いでお出かけください。

青春のエネルギー溢れる大学祭、キ
ャンパスでお子様の成長の姿が見ら
れる良い機会です。当日は軽食をご
用意しております。山口支部の皆様
も大学見学会に是非ご参加お待ちし
ております。

大学見学会の案内
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就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
備
え
て

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

 エントリー・説明会

ES・履歴書提出 

筆記テスト 

エントリー・説明会 

ＥＳ、履歴書提出・筆記テスト

内

定
採用選考

 

採用選考
 

 

内

定

2015年
3月卒

スケジュール

2016年
3月卒

スケジュール

採用活動の変化

 

就
職
活
動
の
流
れ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
発
達
と
と
も

に
就
職
活
動
の
流
れ
も
大
き
く
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
本
会
報
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
昨
今
の
就
職
活
動
の
基
本
的
な
流
れ

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
保
護
者
の
皆

様
に
は
、
現
状
を
ご
理
解
の
う
え
、「
社

会
人
の
先
輩
」
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❶
エ
ン
ト
リ
ー
（
資
料
請
求
）

　

企
業
に
「
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
意
思

表
示
を
し
ま
す
。
就
職
情
報
サ
イ
ト
や
企

業
サ
イ
ト
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
エ
ン
ト

リ
ー
後
は
企
業
か
ら
採
用
情
報
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
会
社
説
明
会
な
ど
の
日
程
を

確
認
し
、
参
加
し
ま
す
。

❷
会
社
説
明
会

　

企
業
の
採
用
担
当
者
が
仕
事
の
内
容
か

ら
採
用
情
報
ま
で
説
明
し
て
く
れ
る
の
が

会
社
説
明
会
で
す
。
採
用
試
験
を
受
け
る

気
持
ち
が
固
ま
っ
た
ら
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
を
提
出
し
ま
す
。 

❸
エ
ン
ト
リ
シ
ー
ト
の
提
出

　

採
用
試
験
を
受
け
る
た
め
に
提
出
す
る

企
業
独
自
の
履
歴
書
で
す
。
志
望
動
機
、

入
社
後
の
目
標
、
学
生
生
活
、
自
己
Ｐ
Ｒ

な
ど
項
目
は
企
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
通
過
後
は
、
筆

記
試
験
・
面
接
と
な
り
ま
す
。

 

❹
筆
記
試
験
・
面
接
（
採
用
試
験
）

　

筆
記
試
験
は
、
一
般
常
識
と
職
務
へ
の
適

性
を
判
断
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
適
性
検
査
）
な

ど
が
使
用
さ
れ
ま
す
。面
接
は
集
団・個
人・

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
種
類

が
あ
り
、
企
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

 

❺
内
定

　

最
終
面
接
終
了
後
、企
業
か
ら「
採
用
」

の
連
絡
が
あ
れ
ば
、
内
々
定
の
獲
得
。
４

年
次
生
の
10
月
以
降
、
企
業
と
学
生
の
間

で
誓
約
書
を
交
わ
し
て
初
め
て
、
正
式
な

「
内
定
」
と
な
り
ま
す
。

 

就
職
環
境
・
採
用
動
向
に
つ
い
て

　

２
０
１
６
年
３
月
卒
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
従
来
と
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
３

年
次
生
の
３
月
に
採
用
情
報
公
開
・
エ
ン

ト
リ
ー
受
付
、
４
年
次
生
の
８
月
選
考
開

始
を
経
団
連
が
指
針
と
し
て
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。
従
来
よ
り
３
カ
月
ス
タ
ー
ト
が
遅

く
な
り
ま
す
が
、
実
際
は
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
業
種
や
企
業
に
よ
っ
て
多
様
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
従
来
か
ら

の
「
厳
選
採
用
（
採
用
基
準
未
満
の
学
生

は
、
採
用
予
定
人
数
に
足
り
て
い
な
く
て

も
採
用
し
な
い
方
針
）」
傾
向
は
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り
と
準

備
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

３
年
次
生
の
皆
さ
ん
に
は
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
掲
示
板
や
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
・

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
の

頁
）
等
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
行
事
の
開
催
を
告
知
し
、
可
能
な
限
り

参
加
す
る
よ
う
に
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

就
職
活
動
の
流
れ

就
職
活
動
の
流
れ

就
職
活
動
の
流
れ

就
職
環
境
・
採
用
動
向
に
つ
い
て

就
職
環
境
・
採
用
動
向
に
つ
い
て

就
職
環
境
・
採
用
動
向
に
つ
い
て
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2016年３月卒対象 キャリア支援関連行事

行　事　名 月 日 曜日 会場
KAC KPC

夏季 SPI 集中講座 9
16 火 ● ●
17 水 ● ●
18 木 ● ●

就職情報サイト登録活用
セミナー 9

24 水 ●
25 木 ●
26 金 ●
30 火 ●

第４回就職ガイダンス 10

7 火 ●
8 水 ● ●
9 木 ●
9 木 ●

第２回 SPI 模試 10

14 火 ● ●
15 水 ● ●
16 木 ● ●
17 金 ● ●
18 土 ● ●

第５回就職ガイダンス 10

21 火 ●
22 水 ●
23 木 ●
24 金 ●

第６回就職ガイダンス 11

11 火 ●
12 水 ●
13 木 ●
14 金 ●

一般常識模擬試験 11

18 火 ● ●
19 水 ● ●
20 木 ● ●
21 金 ● ●
22 土 ● ●

第７回就職ガイダンス 11

25 火 ●
26 水 ● ●
27 木 ●
27 木 ●

SPI テストセンター模試
（Web テスト対策） 12

１（ 月 ） ～ ３月31日
（火）の期間に各自
の PC で受験

第８回就職ガイダンス 12

2 火 ●
3 水 ● ●
4 木 ●
4 木 ●

同窓会主催　社会人への
ステップアップセミナー 12 6 土 ●

第９回就職ガイダンス 1

13 火 ●
14 水 ● ●
15 木 ●
15 木 ●

※行事は諸般の事情により日程・会場の変更お
よび追加する場合があります。
掲示板や就職情報システム（JobHunter）にて
最新の情報を随時確認してください。

②相談
●キャリアセンター職員
●進路相談員
※進路登録カードは必提出

④求人
●ジョブハンター（JobHunter）

（学内就職情報システム）
●合同企業説明会
※学内情報サービスに要登録

③ツール
●就職活動ガイドブック
●ＰＣ・プリンター環境
●就職関連情報
●新聞・雑誌・書籍
●先輩体験談 他

①イベント
●就職ガイダンス
●各種セミナー
●インターンシップ
●課外講座 他

キャリア
センター
支援内容

キャリア
センター
支援内容

表① キャリアセンター⽀援内容

1

エントリーシート添削回数と
就職率の相関関係

ES添削

就職率（％）

な
し

３
回
以
上

５
回
以
上

10
回
以
上

100

95

90

85

80

面接指導回数と就職率の
相関関係

面接指導

就職率（％）

１
回
以
上

３
回
以
上

５
回
以
上

７
回
以
上

100

95

90

85

80

 

 

相談経験

就職率（％）

な
し

１
回
以
上

３
回
以
上

５
回
以
上

10
回
以
上

100

95

90

85

80

75

70

65

60

24%の差

15%の差

キャリアセンターでの
相談経験と就職率の相関関係

※2014年3月卒データ

エントリーシートの添削をたくさん経
験するほど就職率が向上しています。

相談経験のある学生は、ない学生と比べ、就
職率が15％高くなっています。

面接練習は数をこなすほど就職率がアップ。
７回以上の学生は100％が就職しています。

❷相談
●キャリアセンター職員
●進路相談員

❹求人
●ジョブハンター（JobHunter）
（学内就職情報システム）

●合同企業説明会

❸ツール
●就職活動ガイドブック
●ＰＣ・プリンター環境
●就職関連情報
●新聞・雑誌・書籍
●先輩体験談 他

❶イベント
●就職ガイダンス
●各種セミナー
●インターンシップ
●課外講座 他

キャリア
センター
支援内容

 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用

◆
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
職
員
・
進
路
相
談
員
が
、
進
路

相
談
全
般
か
ら
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
添
削
、
面
接
指
導
な
ど
、
就
職
に
関

す
る
相
談
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

そ
の
他
に
も
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
各
種

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
就

職
活
動
を
行
う
学
生
に
情
報
提
供
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
デ
ー
タ

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
企
業
で
の
就

業
経
験
者
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
資
格
を
持
っ
た
職
員
を
配
置
し
て
お
り

ま
す
。
就
職
活
動
に
お
い
て
重
要
な
こ
と

は
、
自
身
（
学
生
）
が
ど
う
表
現
す
る
か

で
は
な
く
、
相
手
（
企
業
）
が
ど
う
受
け

取
る
か
で
す
。
就
職
相
談
を
通
じ
て
第
三

者
の
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
お
り
ま

す
。
下
記
の
よ
う
に
就
職
相
談
等
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
就
職
に
つ
な
が
る
可
能

性
は
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

　

就
職
活
動
は
、
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い

か
に
獲
得
し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
将
来
の
職
業
を
考
え
、
ま
た
当
分
続

く
と
思
わ
れ
る
厳
し
い
就
職
環
境
を
乗
り

越
え
て
い
く
た
め
に
も
、早
め
の
準
備（
実

力
養
成
）
が
必
要
で
す
。
１
年
次
生
か
ら

の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
も
お
勧
め

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
訪
問

し
、
活
用
す
る
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
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２
０
１
４
年
４
月
の
現
代
社
会
学
部
の

開
設
、
２
０
１
５
年
４
月
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
る

こ
と
を
受
け
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
４
月
か
ら

法
学
部
・
経
営
学
部
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
経
済
学
部
を
有
瀬
キ

ャ
ン
パ
ス
に
学
部
移
転
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
に
伴

い
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
２
０
１
３
年
10
月
に
西
本
誠
實
理
事

長
、
岡
田
豊
基
学
長
を
は
じ
め
関
係
者
の

列
席
の
も
と
、
新
校
舎
（
Ｄ
号
館
）
の
起

工
式
が
行
わ
れ
、建
設
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｄ
号
館
は
、
中
央
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を

は
さ
ん
で
Ｃ
号
館
と
向
き
合
う
形
で
建

設
さ
れ
ま
す
。
３
階
ま
で
の
吹
き
抜
け

が
開
放
的
な
明
る
い
空
間
を
作
り
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
エ
コ
に
配
慮
し
た
建
物

に
な
り
ま
す
。
内
部
に
は
体
育
施
設
の

ほ
か
、
ピ
ザ
窯
を
備
え
た
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
や
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

な
ど
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
の

厚
生
施
設
が
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
、
よ
り

快
適
で
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

完
成
は
２
０
１
５
年
３
月
20
日
の
予

定
で
す
。
現
在
、
既
に
建
物
の
骨
組
み

が
で
き
て
お
り
、
完
成
に
向
け
て
期
待

に
胸
が
高
ま
り
ま
す
。

ポートアイランドキャンパス　Ｄ号館建築　　　
　　　　　　　学部移転に伴うキャンパス再編！

ポートアイランドキャンパス　Ｄ号館建築
学部移転に伴うキャンパス再編！

ポートアイランドキャンパス
Ｄ号館建築諸元

■構造：鉄骨鉄筋コンクリート造

（一部、鉄筋コンクリート造・鉄骨造）

■階数：地上４階

■延床面積：約１９，３００㎡

■最高高さ：約２１ｍ

2014年８月20日

Ｄ号館　施設の紹介

特 集　充実する学びの環境

中央ゲートからの新校舎（D号館）



08

Ｄ
号
館
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
生
生
活
、
学
生
支

援
を
目
指
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
内
装
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
家
具
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

空
間
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

　

Ｄ
号
館
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
共

有
空
間
「
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
を
設
け

て
い
ま
す
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

　

 

授
業
と
授
業
の
合
間
の
「
学
生
の
居

場
所
」
と
し
て
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
こ
と
で
、
自
習
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
た
り
、
ま
た
学
生
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を

図
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

②
学
習
支
援
ス
ペ
ー
ス

　

 

授
業
の
予
習
復
習
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

ス
ペ
ー
ス
で
す
。

③
語
学
学
習
・
国
際
交
流
ス
ペ
ー
ス

　

 

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ラ
ウ
ン
ジ
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
の
語
学

学
習
や
国
際
交
流
の
場
と
し
て
の
ス

ペ
ー
ス
で
す
。

Ｄ号館　施設の紹介

ブックカフェ
書店に食事も可能なスペースが併設されてい
ます。また、バスターミナルに近い位置にあ
り、バスの待機空間としても活用できます。

カフェテリア
ピザ窯を備えたカフェテリアやフードコー
トなど特徴のある２つのカフェテリアがオ
ープンします。食堂利用時間以外は、独立
した自習スペースとしても活用できます。

学習支援スペース
間仕切りなどの使い分けにより、大部屋利
用から分割利用まで対応可能。授業の予習
復習から多人数での討議やプレゼンテーシ
ョンまで幅広く活用できます。

コミュニケーションボイド
建物中央に位置するコミュニケーションボ
イド（屋内型の中庭）は、１～３階が吹き
抜けており、上下階の活動が見渡せるオー
プンなスペースです。
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ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
今
春
新
設

さ
れ
た
現
代
社
会
学
部
の
開
設
記
念
式
典
と
祝
賀

会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
12
日
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
久
元
喜
造
神
戸
市
長
、
井
戸

敏
三
知
事
の
代
理
と
し
て
県
企
画
県
民
部
の
片
山

安
孝
管
理
局
長
の
ほ
か
、
他
大
学
や
官
公
庁
、
報

道
機
関
な
ど
か
ら
来
賓
が
臨
席
。

　

久
元
市
長
は
「
神
戸
は
日
本
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
凝
縮
し
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
学
部

の
開
設
を
契
機
に
、
知
の
殿
堂
と
し
て
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
片

山
局
長
は
井
戸
知
事
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
託
し

た
「
神
戸
に
は

知
の
拠
点
ま
た

生
れ
た
り
今
の

社
会
の
実
相
学

ば
ん
」
と
い
う

歌
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
行

わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
、

現
代
社
会
学
部

の
1
年
次
生
200

人
が
参
加
し
、

日
本
経
済
学
会

前
会
長
、
橘
木
俊
詔
・
京
都
女
子
大
学
客
員
教
授

が
「
格
差
社
会
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
基
調

講
演
。
続
い
て
、「
現
場
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
あ
り
、「
市
民
と
生
活
」、「
仕
事
と
産
業
」、「
地

域
と
文
化
」、「
防
災
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
国
際

協
力
」な
ど
五
分
野
か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
松
田
ヒ
ロ
子
准
教
授
と
安

富
信
教
授
、
司
会
進
行
を
岩
本
茂
樹
教
授
が
務
め

ま
し
た
。

　

現
代
社
会
学
部　

開
設
記
念
式
典

キャンパスTOPICS

式典風景

シンポジウム

　

２
０
１
４
年
６
月
20
日
付
で
文
部
科
学
大
臣
に

よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
可
を
も
っ
て
２
０
１
５
年
４
月
に
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
開
設
、
総
合

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
改
組
と
な
り
ま
す
。

　

新
設
学
部
等
の
名
称
と
入
学
定
員
等
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

▪ 

学
部
名
称
：
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　
　

 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

（
入
学
定
員
150
名
）

　
　

英
語
コ
ー
ス　

 

募
集
人
員
：
90
名

　
　

中
国
語
コ
ー
ス 

募
集
人
員
：
30
名

　
　

日
本
語
コ
ー
ス 

募
集
人
員
：
30
名（
外
国
人
留
学
生
対
象
）

　
　

 

設
置
キ
ャ
ン
パ
ス
：
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス

▪ 

学
部
学
科
名
称
：
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　
　

理
学
療
法
学
科　

入
学
定
員
：
40
名

　
　

作
業
療
法
学
科　

入
学
定
員
：
40
名

　
　

設
置
キ
ャ
ン
パ
ス
：
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス

※
改
組
に
伴
い
、
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

部 

医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

理
学
療
法
学

専
攻
（
40
名
）・
作
業
療
法
学
専
攻
（
40
名
）
は
学

生
募
集
を
停
止
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
設
置

及
び
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
改
組
に
係

る
収
容
定
員
関
係
学
則
変
更
認
可
に
つ
い
て
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第
37
回
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

 

～
調
和
～

　

第
37
回
文
化
会
成
果
発
表
会
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
７
月
６
日
（
日
）
に
、
有

瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度

の
テ
ー
マ
は
「
調
和
」
と
い
う
こ
と
で
、
例
年
以

上
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
企
画
や
発
表
が
出
来
る
よ

う
に
、
文
化
会
本
部
と
計
22
団
体
の
部
活
動
が
一

致
団
結
し
、
日
頃
か
ら
の
自
分
達
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
発
表
と
し
て
、
音
系
団
体
に
よ
る
ラ

イ
ブ
演
奏
や
、
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
会
、
華
道
部

や
写
真
部
の
展
示
な
ど
、
様
々
な
展
示
や
発
表
を

主
に
14
号
館
、
15
号
館
付
近
で
行
い
ま
し
た
。
管

弦
楽
団
の
演
奏
に
は
保
護
者
の
方
々
や
近
隣
の
方

も
会
場
に
来
ら
れ
、
と
て
も
盛
況
で
し
た
。
ま
た

今
年
は
来
場
し
た
お
客
様
に
よ
り
多
く
の
団
体
を

見
て
頂
き
、
文
化
会
の
魅
力
を
し
っ
か
り
感
じ
て

頂
け
る
よ
う
、
新
た
な
企
画
と
し
て
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
」
や
、
Ｐ

Ｓ
４
や
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
旅
行
券
が
当
た

る
「
ビ
ン
ゴ
大
会
」
と
い
っ
た
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
楽
し
め
る
企
画
を
文
化
会
本
部
で
用
意

し
、
多
く
の
来
場
者
に
参
加
し
て
頂
く
と
と
も

に
、
各
部
活
動
の
写
真
を
集
め
、
本
年
度
テ
ー
マ

で
あ
る
「
調
和
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
成
し
た
、

「
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」の
展
示
を
行
う
な
ど
し
て
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

神
戸
学
院
大
学
文
化
会
本
部
で
は
、
毎
年
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
学
内
外
で
の
認
知
度
が
低
い
の
は

事
実
で
す
。
し
か
し
、
ど
う
す
れ
ば
自
分
達
の
団

体
の
活
動
を
深
く
知
っ
て
頂
け
る
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
し
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
来
ら
れ
た
方
々
に
満
足
頂
く
こ
と
が
出
来
る
か

を
慎
重
に
考
え
、
今
ま
で
の
伝
統
的
な
文
化
会
成

果
発
表
会
の
形
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な

視
点
に
た
っ
て
、
今
後
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

学生の活躍　
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国家試験合格状況　

第
28
回
管
理
栄
養
士

国
家
試
験
に
つ
い
て

　

２
０
１
４
年
３
月
に
実
施
さ
れ

た
第
28
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験

の
発
表
が
５
月
９
日
に
厚
生
労
働

省
、
各
地
方
厚
生
局
か
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
国
で
２
１
，
３
０
２
名
が
受
験

し
、
１
０
，
４
１
１
名
が
合
格
（
合

格
率
48
・
９
）
し
ま
し
た
。
栄
養
学

部
新
卒
業
生
は
91
名
が
受
験
し
、
83

名
が
合
格
し
ま
し
た
。
合
格
率
は

91
・
２
％
で
し
た
。

第
60
回
臨
床
検
査
技
師

国
家
試
験
に
つ
い
て

　

２
０
１
４
年
３
月
に
実
施
さ
れ

た
第
60
回
臨
床
検
査
技
師
国
家
試

験
の
結
果
が
３
月
31
日
に
厚
生
労

働
省
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
４
，
１
４
８
名
が
受
験

し
、
３
，
３
６
８
名
が
合
格
（
合
格

率
81
・
２
％
）
し
ま
し
た
。
栄
養
学

部
新
卒
業
生
の
国
家
試
験
受
験
有

資
格
者
27
名
が
受
験
し
、
24
名
が
合

格
し
ま
し
た
。
合
格
率
は
88
・
９
％

で
し
た
。

第
99
回
薬
剤
師

国
家
試
験
に
つ
い
て

　

２
０
１
４
年
３
月
に
実
施
さ
れ

た
第
99
回
の
薬
剤
師
国
家
試
験
の

合
格
者
が
３
月
31
日
に
厚
生
労
働

省
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

薬
学
部
の
卒
業
生
（
新
卒
・
既
卒

（
旧
４
年
制
課
程
含
む
））
は
253
人
受

験
し
、
160
人
が
合
格
し
ま
し
た
（
合

格
率
63
・
２
％
）。
な
お
全
国
で
は

１
２
，
０
１
９
人
受
験
し
、
７
，

３
１
２
人
が
合
格
（
合
格
率
60
・
８

％
）
し
、
兵
庫
県
内
の
薬
学
部
５
大

学
の
中
で
は
神
戸
薬
科
大
学
に
次

ぐ
２
位
の
合
格
率
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

部
の
各
国
家
試
験
合
格
発
表
に

つ
い
て

管理栄養士国家試験合格状況（新卒のみ）
区分年度 受験者数 合格者数 合格率

2009年度 109名 96名 88.1％

2010年度 102名 87名 85.3％

2011年度 92名 87名 94.6％

2012年度 106名 86名 81.1％

2013年度 91名 83名 91.2％

臨床検査技師国家試験合格状況（新卒のみ）
区分年度 有資格者 受験者数 合格者数 合格率

2009年度 20名 18名 12名 66.7％

2010年度 16名 16名 12名 75.0％

2011年度 15名 15名 13名 86.7％

2012年度 28名 28名 25名 89.3％

2013年度 27名 27名 24名 88.9％

薬剤師国家試験合格状況
11年度 12年度 13年度

受験者数 197 237 253
合格者数 192 211 160
合格率（％） 97.5 89.0 63.2
全国平均（％） 95.3 83.1 60.8
注：2011年度より６年生。
　　�厚生労働省の発表内容により、表中の数
値は年度によって以下のとおり異なる。
2011年度、2012年度は６年制課程卒
業者のみ（既卒者含む）

　　�2013年度は、新卒・既卒―旧４年制課
程を含む

2013年度　総合リハビリテーション学部　国家試験結果
社会リハビリテーション学科 医療リハビリテーション学科

社会福祉士 精神保健福祉士 理学療法士 作業療法士

受�験�者�数 48 6 34 46

合�格�者�数 18 5 33 45

合　格　率 37.5% 83.3% 97.1% 97.8%

全国合格率 27.5% 58.3% 83.7% 86.6%

上記は何れも、新卒のみであり既卒は含まれていません。
社会福祉士・精神保健福祉士の発表は、平成26年３月14日です。
理学療法士・作業療法士の合格発表は、平成26年３月31日です。
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学
費
分
納
に
つ
い
て

　

後
期
学
費
分
納
の
申
請
を
受
付

し
ま
す
。
後
期
学
費
を
分
割
し
て
納

入
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、

左
記
の
期
間
内
に
書
類
を
受
け
取

り
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
期
間
外
の
受
付
は
一
切
行
い
ま

せ
ん
）

書
類
配
布
期
間

　

９
月
25
日（
木
）～
10
月
14
日（
火
）

書
類
提
出
期
間

　

10
月
１
日（
水
）～
10
月
15
日（
水
）

　

 （
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
窓
口
受

付
期
間
）

分
納
許
可
者
発
表

　

10
月
20
日
（
月
）

奨
学
金
の
貸
与
・
支
給
を
受
け
て
い

る
方
へ

　

後
期
の
学
費
を
期
日
（
10
月
31

日
）
ま
で
に
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
奨
学
金
の
入
金
を
一
時
保
留

し
ま
す
。
奨
学
金
を
学
費
に
充
て
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、
10
月

６
日
（
月
）
ま
で
に
学
生
支
援
事
務

室
④
窓
口
（
Ｋ
Ａ
Ｃ
）
ま
た
は
事
務

セ
ン
タ
ー
③
窓
口
（
Ｋ
Ｐ
Ｃ
）
に
申

し
出
る
よ
う
、
お
子
様
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

日
本
学
生
支
援
機
構

　奨
学
金
の

継
続
手
続
き
に
つ
い
て

　

年
に
一
度
手
続
き
を
行
う
、「
適

格
認
定
奨
学
金
継
続
願
」
に
つ
い
て

の
詳
細
（
配
付
場
所
・
提
出
期
限
等
）

は
、
12
月
（
予
定
）
に
奨
学
金
専
用

掲
示
板（
２
号
館
１
階〔
Ｋ
Ａ
Ｃ
〕）、

（
Ａ
号
館
１
階
〔
Ｋ
Ｐ
Ｃ
〕）
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
日
本
学
生
支
援
機
構

の
第
一
種
ま
た
は
第
二
種
の
貸
与

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
お
子
様
に
掲
示
板

を
確
認
す
る
よ
う
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

自
転
車
保
険
に
つ
い
て

　

自
転
車
が
関
連
す
る
交
通
事
故

は
全
事
故
の
約
２
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
自

転
車
利
用
者
も
刑
事
上
の
責
任
が

問
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
相
手
に
ケ
ガ

を
負
わ
せ
た
場
合
、
民
事
上
の
損
害

賠
償
責
任
も
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
、
自
転
車
で
相
手
に

ケ
ガ
等
を
さ
せ
て
し
ま
う
事
故
に

よ
り
、
約
１
億
円
な
ど
高
額
な
賠
償

を
負
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
つ

き
ま
し
て
は
、
お
子
様
が
普
段
自
転

車
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
自
転
車

保
険
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

事務室 Information
大学人事

学費分納・奨学金・自転車保険

教員の役職者について、次のとおり人事発令がございましたので、ご報告します。

◇発令事項
１．退任１名
　　　　薬学部長　福森　義信
２．就任２名
　　　　薬学部長　山元　　弘　　学長補佐　　早木　仁成

学
生
支
援
事
務
室

参

　考

・
学
研
災
付
帯
賠
償
責
任
保
険

　

 （
公
益
財
団
法
人
日
本
国
際
教

育
支
援
協
会
）

※ 

学
研
災
付
帯
賠
償
責
任
保
険

へ
の
加
入
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
学
生
支
援
事
務
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
自
転
車
向
け
保
険

　

 （
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
入
る
自

転
車
向
け
保
険
）
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資 金 収 支 計 算 書 神戸学院大学　〔法人部門含む〕　（単位：円）
収入の部

科 目 25年度決算 26年度予算
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
二校からの受入収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前年度繰越支払資金

12,123,592,000
386,693,870
36,717,700

960,787,496
289,450,998

2,130,015,618
35,951,372

583,536,700
2,226,835,200
1,669,271,173

523,724,906
△ 2,840,486,611

7,128,232,788

12,243,635,000
376,400,000
50,135,000

838,085,000
215,776,000

1,380,000,000
23,900,000

304,733,000
2,217,358,000
3,574,815,000

321,440,000
△ 2,462,191,000

7,221,610,846
収 入 の 部 合 計 25,254,323,210 26,305,696,846

支出の部
科 目 25年度決算 26年度予算
人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
法 人 諸 費
予 備 費
資 金 支 出 調 整 勘 定
次年度繰越支払資金

7,703,519,647
3,014,269,697

611,930,598
128,332,050 
555,550,000 

1,049,750,595
398,934,459

1,113,520,034
923,097,943

2,899,866,266
―

△ 159,798,411
7,015,350,332

7,792,731,000
3,289,201,000

565,418,000
116,666,000
555,550,000

5,029,410,000
582,549,000
80,135,000

720,000,000
1,217,212,000

100,000,000
△ 140,000,000
6,396,824,846

支 出 の 部 合 計 25,254,323,210 26,305,696,846
（注）平成26年度予算は、当初予算です。

消 費 収 支 計 算 書 神戸学院大学　〔法人部門含む〕　（単位：円）
消費収入の部

科 目 25年度決算 26年度予算
学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
二校からの受入収 入

12,123,592,000
386,693,870
68,262,978

960,787,496
289,450,998

0
35,951,372

592,643,890
477,431,606

12,243,635,000
376,400,000
75,135,000

838,085,000
215,776,000

537,000
23,900,000

304,733,000
291,305,000

帰 属 収 入 の 合 計 14,934,814,210 14,369,506,000
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 2,461,617,601 △ 3,585,509,000
消 費 収 入 の 部 合 計 12,473,196,609 10,783,997,000

消費支出の部
科 目 25年度決算 26年度予算
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴収不能引当金繰入額
法 人 諸 費
予 備 費

7,703,056,003
5,052,933,992

699,748,389
128,332,050 
49,006,326
9,251,893 

2,853,572,966
―

7,723,508,000
5,215,769,000

640,215,000
116,666,000
11,000,000

―
1,187,077,000

100,000,000
消 費 支 出 の 部 合 計 16,495,901,619 14,994,235,000
当年度消費収支差額 △ 4,022,705,010 △ 4,210,238,000
前年度繰越消費収支差額 △ 9,327,656,710 △14,205,547,710
翌年度繰越消費収支差額 △13,350,361,720 △18,415,785,710
帰 属 収 支 差 額 △ 1,561,087,409 △ 624,729,000（注）平成26年度予算は、当初予算です。

貸 借 対 照 表
平成26年３月31日 部門　神戸学院大学　〔法人部門含む〕　（単位　円）

資産の部 負債の部
科　　目 本年度末 科　　目 本年度末

固定資産　　　　 83,945,287,090 　固定負債　　　　　 9,242,508,610
　有形固定資産　　　 56,861,558,254 　　　長期借入金　　　 4,999,950,000
　　土地　　 21,774,385,437 　　　退職給与引当金　　　 3,223,477,306
　　建物　　 25,864,322,119 　　　同窓会等預り金　　　 1,019,081,304
　　構築物　　 1,273,792,626 　流動負債　　　　　 3,539,535,732
　　教育研究用機器備品　　 1,344,987,254 　　　短期借入金　　　 555,550,000
　　その他の機器備品　　 82,099,613 　　　未払金　　　 151,850,253
　　図書　　 5,603,193,187 　　　前受金　　　 2,226,835,200
　　車輌　　 2,953,818 　　　預り金　　　 585,656,042
　　建設仮勘定　　 915,824,200 　　　法人口座　　　 19,644,237
　その他の固定資産　　　 27,083,728,836 負債の部合計　　　　　　 12,782,044,342
　　借地権　　 342,640,000
　　電話加入権　　 7,312,245
　　施設利用権　　 17,375,151
　　有価証券　　 3,332,218,525
　　定期預金　　 0 基本金の部
　　長期貸付金　　 140,419,620 科　　目 本年度末
　　敷金　　 3,100,000 　第１号基本金　　　　　 84,095,542,939
　　その他のソフトウェア　　 3,031,727 　第２号基本金　　　　　 2,500,000,000
　　退職給与引当特定資産　　 3,224,000,000 　第３号基本金　　　　　 4,712,899,707
　　災害対策引当特定資産　　 999,150,000 　第４号基本金　　　　　 918,000,000
　　減価償却引当特定資産　　 10,000,000,000 基本金の部合計　　　　　　 92,226,442,646
　　教育研究環境整備引当特定資産　　 50,000,000
　　法人創立100周年記念募金引当特定資産 82,500,557
　　教育改革推進引当特定資産　　 250,000,000
　　起業家育成引当特定資産　　 400,000,000
　　施設充実引当特定資産　　 2,500,000,000 消費収支差額の部
　　第３号基本金引当資産　　 4,712,899,707 科　　目 本年度末
　　同窓会等預り資産　　 1,019,081,304 　翌年度繰越消費支出超過額　　　　　 13,350,361,720
流動資産　　　　 7,712,838,178 消費収支差額の部合計　　　　　　 △ 13,350,361,720
　　現金預金　　 7,015,350,332
　　未収入金　　 592,176,111
　　短期貸付金　　 22,992,457
　　立替金　　 4,249,061
　　前払金　　 78,070,217 科　　目 本年度末
資産の部合計 91,658,125,268 負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計 91,658,125,268

大学決算・予算 2014年３月22日の学校法人神戸学院理事会で平成26年度当初予算が、
5月24日の学校法人神戸学院理事会で平成25年度決算が承認されました。
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2015年度入試日程

試験の種別 学部（学科） 出願期間 試験日 試験地 合格発表日
入学手続期間

第１次 第２次

ス ポ ー ツ 選 抜 入 試
（ 前 期 日 程 ）法・経済・経営・人文・現代社会 2014年

８/１㈮～
８/８㈮（必着）

※８/29㈮
予備日
８/30㈯

※雨天の為、８/29に実技が
出来ない種目は８/30に実
施。神戸（有瀬）

９/９㈫
（合否通知書
は９日発送）

９/11㈭～
９/19㈮
　（必着）

９/11㈭～
2015年
１/30㈮
　（必着）Ａ Ｏ 入 試（ 女 子 駅 伝 ）人文

ス ポ ー ツ 選 抜 入 試
（ 後 期 日 程 ）法・経済・経営・人文・現代社会

2014年
９/17㈬～
９/25㈭（必着）

※10/４㈯
予備日
10/５㈰

※雨天の為、10/４に実技が
出来ない種目は10/５に実
施。神戸（有瀬）

10/14 ㈫
（合否通知書
は14日発送）

10/16㈭～
10/23㈭
　（必着）

10/16㈭～
2015年
１/30㈮
　（必着）

Ａ Ｏ 入 試 法・総合リハビリテーション（社会リハビリテーションのみ）

10/４㈯ 神戸（有瀬）

Ａ Ｏ 入 試
（自己表現評価入試／吹
奏楽・オーケストラ）

人文（吹奏楽・オーケストラは人文学科のみ）

Ａ Ｏ 入 試
（ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 力 入 試 ）

グローバル・コミュニケーション
英語・中国語コース
日本語コース（外国人留学生対象）

公 募 制 推 薦 入 試 全（グローバル ･ コミュニケーション日本語コー
スを除く）

2014年
10/14㈫～
10/27㈪

（消印有効）
窓口出願
10/28㈫
９：00～17：00

11/８㈯
11/９㈰

神戸（有瀬）、神戸（ポートア
イランド）、大阪、名古屋、京
都、福知山、和歌山、金沢、米
子、岡山、広島、徳島、高松、
松山、高知、福岡

11/17 ㈪
（合否通知書
は17日発送）

11/19㈬～
11/27㈭
　（必着）

11/19㈬～
2015年
１/30㈮
　（必着）

外 国 人 留 学 生 入 試
法・経済・経営・人文・現代社会・栄養・薬・総合
リハビリテーション（社会リハビリテーションのみ）・
グローバル・コミュニケーション（日本語コースのみ）

2014年
10/23㈭～
11/４㈫（必着）

11/16㈰ 神戸（有瀬）

11/20㈭
（合否通知書
は20日発送）

11/25㈫～
12/９㈫
　（必着）

11/25㈫～
2015年
１/30㈮
　（必着）

帰 国 生 入 試
法・経済・経営・人文・現代社会・栄養・薬・総合リハビ
リテーション（社会リハビリテーションのみ）・グローバル・
コミュニケーション（英語・中国語コースのみ）

2014年
10/24㈮～
11/５㈬
　（必着）

11/25㈫～
12/２㈫
　（必着）

社 会 人 入 試
法・経済・経営・人文・現代社会・栄養・総合リハビリテ
ーション（社会リハビリテーションのみ）・グローバル・コミ
ュニケーション（英語・中国語コースのみ）

編 ・ 転 入 試 法・経済・経営・人文・栄養・総合リハビリテーション（社
会リハビリテーションのみ）

編 入 試 薬

指 定 校 推 薦 入 試 法 ･ 経済 ･ 経営 ･ 人文・現代社会・栄養・薬・総合リハビリ
テーション（作業・社会）・グローバル ･コミュニケーション

11/20 ㈭
・郵送のみ

指定校推薦入試（課外活動対象）法・経済・経営・人文（人文）・現代社会

短期大学･専修学校指定校編入試 法・経済・経営・人文

神 戸 学 院 大 学 附 属
高 等 学 校 特 別 入 試

全（グローバル ･ コミュニケーション　日本語コ
ースを除く）

外 国 人 留 学 生 入 試
法・経済・経営・人文・現代社会・栄養・総合リハ
ビリテーション（社会リハビリテーションのみ）・グ
ローバル ･ コミュニケーション（日本語コースのみ）

2015年
１/６㈫～
１/20㈫

（必着）
２/１㈰ 神戸（有瀬）

２/14㈯
（合否通知書
は14日発送）

２/16㈪～
３/２㈪
　（必着）

２/16㈪～
３/９㈪
　（必着）

ＡＯ入試（女子駅伝）人文

２/16㈪～
２/23㈪
　（必着）

社 会 人 入 試 法・現代社会・グローバル・コミュニケーション（英
語・中国語コースのみ）

帰 国 生 入 試 法・現代社会・グローバル ･ コミュニケーション
（英語・中国語コースのみ）

編 ・ 転 入 試 法・経済・経営・人文

一

　
　般

　
　入

　
　試

Ａ 日 程 全（グローバル ･ コミュニケーション　日本語コ
ースを除く）

2015年
１/６㈫～
１/15㈭

（消印有効）
窓口出願
１/16㈮
９：00～17：00

１/30㈮
１/31㈯

神戸（有瀬）、神戸（ポートア
イランド）、大阪、東京、名古
屋、京都、福知山、和歌山、金
沢、米子、岡山、広島、徳島、
高松、松山、高知、福岡、鹿児
島

２/14㈯
（合否通知書
は14日発送）

２/16㈪～
２/23㈪
　（必着）

２/16㈪～
３/９㈪
　（必着）

Ａ Ｃ 日 程
［大学入試センタ
ー試験併用型］

全（グローバル ･ コミュニケーションを除く）

Ｂ 日 程 全（グローバル ･ コミュニケーション　日本語コ
ースを除く）

2015年
１/６㈫～
１/22㈭

（消印有効）
窓口出願
１/23㈮
９：00～17：00

２/７㈯
２/８㈰

神戸（有瀬）、神戸（ポートア
イランド）、大阪、東京、名古
屋、京都、福知山、和歌山、金
沢、米子、岡山、広島、徳島、
高松、松山、高知、福岡

２/18㈬
（合否通知書
は18日発送）

２/20㈮～
２/27㈮
　（必着）

２/20㈮～
３/９㈪
　（必着）

Ｂ Ｃ 日 程
［大学入試センタ
ー試験併用型］

全（グローバル ･ コミュニケーションを除く）

Ｃ 日 程 全（グローバル ･ コミュニケーション　日本語コ
ースを除く）

2015年
２/17㈫～
２/26㈭

（消印有効）
窓口出願
２/27㈮
９：00～17：00

３/９㈪
神戸（有瀬）、神戸（ポートア
イランド）、大阪、名古屋、岡
山、広島、高松、福岡

３/14㈯
（合否通知書
は14日発送）

３/16㈪～３/24㈫（必着）Ｃ Ｃ 日 程［ 大
学 入 試 セ ン タ
ー試験併用型］

人文

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

前期日程 全（グローバル ･ コミュニケーションを除く）

2015年
１/６㈫～
１/23㈮

（消印有効） 個別学力検査
等は課さない ――

２/14㈯
（合否通知書
は14日発送）

２/16㈪～
２/23㈪
　（必着）

２/16㈪～
３/９㈪
　（必着）

後期日程
法・経済・経営・人文・現代社会・栄養・薬・総
合リハビリテーション（社会リハビリテーション
のみ）

2015年
２/17㈫～
３/２㈪

（消印有効）

３/14㈯
（合否通知書
は14日発送）

３/16㈪～３/24㈫（必着）

　注：試験地の神戸（有瀬）は本学有瀬キャンパス、神戸（ポートアイランド）は本学ポートアイランドキャンパス。




